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縄文土器の様相から見える
　東海西部の地域性と他地域交流

川添和暁

第４回 2024年　6月　6日　（木）　10：30～
　愛知県埋蔵文化財調査センター2階　研修室

土器の製作 1.粘土採取
2.胎土精製・混和剤投入
3.輪積み成形

4.器面調整

7.焼成

5.施文・貼付

6.乾燥

完成
8.彩色

胎土

胎土

器形・器厚

器面・器厚

文様・装飾

6.乾燥

6.乾燥

質感・色調

５.縄文土器から見える交流

文様・・・広域的に展開しうる要素

器面調整・・・その地域に密着した製作痕跡の代表

施文方法を詳細に見ると、地域の特色が表出していることもある。

隣接地域に類似の文様意匠が展開する。

縄文土器型式の前提であり、縄文土器型式編年表の作成へ。

土器の様相変化は面的に推移するものが多いものの、

漸移的かつ相互方向の場合が多い。

搬入土器の場合、分布域を離れた遠くで点的に分布することがある。
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